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ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

令和８年９月１１日 

タイトル 

秦野市消防 × 神奈中バス × 秦野赤十字病院 

バスと乗用車の衝突事故を想定 

３機関で「多数傷病者合同訓練」を初実施 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
１０月２日（金曜日）午前１０時～午後０時半 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

 神奈川中央交通株式会社秦野営業所 

（所在地：秦野市曽屋６２０－１） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

参加人数：５６人（予定） 

【内訳】 

秦野市消防本部                  ３５人 

 神奈川中央交通株式会社秦野営業所（谷
たに

 秀樹
ひ で き

 所長）１５人 

 秦野赤十字病院（龍沢
たつざわ

 利一
としかず

 院長）         ６人 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

 神奈中バスと普通乗用車の衝突事故によりバス乗客に多数の

負傷者が発生した想定で、関係機関と連携しながら、適切な対

応を取る訓練を実施します。 

 ３機関による合同訓練は初実施、神奈川中央交通株式会社社

員（研修生）がバス乗客役として参加する訓練も初です。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

神奈川中央交通株式会社社員（研修生）がバス乗客役として

訓練を実施するため、生体を活用したより実践的な訓練になり

ます。 

なお、事故発生直後は運転士による初動対応訓練も兼ねて実

施します。 

また、秦野赤十字病院からは医療チームが参加し、救助した

乗客の現場処置と市消防と協力したトリアージに当たります。 

◇バス運転士の事故発生時の初動対応（神奈中） 

◇先着隊の安全確保措置・状況確認 

◇現場指揮・統制 

◇救急指揮所・応急救護所の設置と運営 

◇神奈中現場責任者と指揮本部との連携 

◇要救助者のトリアージ・搬送順位の決定 

◇関係機関との効率的な連携確認 

◇多数傷病者発生時の部隊運用基準に基づく活動の検証 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

 近年、全国で頻発する多重事故や、今後予定されている新東

名高速道路の全線開通を見据え関係機関などの更なる連携強化

を図るために実施します。 
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今後の取り組み 
 今後も関係機関などとの連携強化を図るため、継続して訓練

を企画していきます。 

取

材

対

応 

撮 影 
写 真 動 画 

可 ・ 否 可 ・ 否 

インタビュー 

対応者 

よみがな  かとう   かずひろ 肩書 学年 クラス等 

氏名 加藤 和博 消防署長 

よみがな  たに  ひでき 肩書 学年 クラス等 

氏名 谷 秀樹 氏 
神奈川中央交通株式会社秦野

営業所所長 

制限内容や 

注意事項 

 取材希望の場合は、９月２８日（月曜日）までに広報広聴課

へご連絡ください。 

問い合わせ 

（当日の担当者） 

警備第一課 救助第一担当：岡部 靖彦、木村 

電話：０４６３（８１）３０９９ 

 


